
龍谷大学  短期大学部

文部科学省2006 年度
「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」に採択

（テーマ：実践的総合キャリア教育の推進）

～視聴覚教材・学外教育資源・体験型学習を活用した体系的教育プログラム～

■取組の全体像

視聴覚教材の
活用

取組の背景

目的意識の希薄な学生の増加

勉学の必要性の抽象的な理解

楽しく主体的に学べない

就職のミスマッチ・現実逃避

着眼点1

効　果

勉学の必要性を実感として理解

楽しく主体的に学習

希望を持って就職し、生き生きと社会で活躍

卒業生の働く姿
や就労現場など
を題材に制作し
た本学独自の視
聴覚教材の活用
（入学前教育・
導入教育・イン
ターンシップ事
前指導での活用）

入学希望者に
対する取組

入学後の学習や
卒業後の自己実
現に対する視聴
覚教材を活用し
たイメージ創生
により、目的意
識の向上や入学
後の効果的な学
習につなげる

在学生に
対する取組

◎入学直後から
の各自の目標に
即したキャリア
支援
◎理論と実践の
スパイラル・ア
ップ教育
◎キャリア開発
部等によるキャ
リア支援

卒業生に
対する取組

◎卒業生・在学
生・教員が交流
し、情報・意見
交換を行う場の
設定
◎未就職や転職
希望の卒業生に
対する専門的な
相談体制の整備
◎RCDS 等

実務家等による
特別講義の実施

学外教育資源の活用

実務家やサービ
ス利用者、卒業
生等による各種
特別講義の実施

体験型学習の
活用

インターンシッ
プ（社会福祉実
習・サービス・
ラーニングを含
む）、ワークシ
ョップ、実技演
習、卒業生との
交流等の実施

卒業後の進路等についてのリアリティ
のあるイメージ創生 着眼点2 入学前から卒業後までのキャリア支援

を継続的・体系的に実施



入学前

入学後

卒業後
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■学生のキャリアデザインに向けたフローチャート

入学志願者等に対し、視聴覚教材等を活用した、
入学後の勉学や就職につながる将来イメージ創生
を図る。

【方法】

明確な進路指針と入学動機につながる。【効果】

在学生、卒業生、教員の交流の場の設定、未就職
や転職希望の卒業生に対する就職相談、RCDS
等を行う。

【方法】

就職のミスマッチや仕事上の悩みを解消させ、働
くことの喜びを高めることが期待できる。

【効果】

就職・進路個別相談、適性適職検査、各種講座、
インターンシップのサポート、模擬試験等を行う。

【方法】

就職支援に特化したキャリア開発を促進するとと
もに、学生個々の希望する就職の実現につなげる。

【効果】

フレッシャーズキャンプ、『学修の指針』、視聴覚
教材を活用した導入教育等を行う。

【方法】

入学後、早い段階でのキャリア教育の実施により、
自己開発、キャリアに対する関心が高まり、学習
意欲、自主性の向上、社会人として必要なスキル
の習得が期待できる。

【効果】

体験型学習の事前学習（講義、実技の演習など）

体験型学習①（サービス・ラーニングなど）

体験の振り返り
（サービス・ラーニングの振り返りなど）

体験型学習による学びの理論学習への
フィードバック（講義など）

体験型学習①＋理論学習を基にした体験型学習②
（インターンシップなど）

【方法】

理論学習と体験型学習の相乗効果により、より深
い理論的理解と実務能力の習得と、段階的な自己
の将来イメージのレベルアップが期待できる。

【効果】

入学前におけるキャリア及び、
学習デザイン・イメージの創生

入学直後からの各自の
目標に即したキャリア支援

卒業生に対するキャリア支援

理論と実践の
スパイラル・アップ教育及び、
キャリア開発部等による

キャリア支援

…
…


	B全（1）-1.pdf
	B全（1）-2.pdf
	B全（2）-1.pdf
	B全（2）-2.pdf



